
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日
受
領

答

弁

第

二

六

一

号

内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
六
一
号

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
要
請
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
要
請
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

中
部
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
中
部
電
力
」
と
い
う
。
）
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
停
止
要
請
に
際
し
て
は
、
中

部
電
力
へ
の
当
該
要
請
後
直
ち
に
、
海
江
田
経
済
産
業
大
臣
か
ら
静
岡
県
知
事
に
対
し
て
、
菅
内
閣
総
理
大
臣
の
記
者
会
見

に
よ
る
公
表
前
に
電
話
で
説
明
す
る
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
か
ら
御
前
崎
市
、
掛
川
市
、
菊
川
市

及
び
牧
之
原
市
に
対
し
て
も
お
お
む
ね
同
記
者
会
見
と
同
時
刻
に
説
明
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
に
も
配
慮
し

つ
つ
対
応
し
た
も
の
と
考
え
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
三
十
年
以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
程
度
の
想
定
東

海
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
切
迫
し
て
お
り
、
大
規
模
な
津
波
の
襲
来
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
安
全
対
策
の
更
な
る
信
頼
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
こ
う
し
た
特
別
な
事
情
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
、
直
接
的
な
法
律
上
の
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
想
定
東
海
地
震
に
よ
る
大
規
模
な
津
波
に
十
分
耐

え
ら
れ
る
防
潮
堤
の
設
置
等
の
中
長
期
的
対
策
を
終
え
る
ま
で
の
間
、
全
号
機
の
運
転
を
停
止
す
べ
き
と
菅
内
閣
総
理
大
臣

一



が
判
断
し
、
発
電
用
原
子
力
施
設
に
関
す
る
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
海
江
田
経
済
産
業
大
臣
か
ら
今
回
の

要
請
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
そ
の
他
の
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
に
お
い
て
停
止
要
請
を
行
う
考
え
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
中
長
期
的
対
策
が
完
了
し
、
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
よ

る
評
価
及
び
確
認
の
後
、
所
要
の
検
査
を
受
け
た
上
で
同
発
電
所
を
再
稼
働
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
安
全
上
問
題
が
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

中
部
電
力
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
同
発
電
所
を
襲
っ
た
も
の

と
同
程
度
の
津
波
で
あ
る
十
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
津
波
の
発
生
を
前
提
と
し
た
防
潮
堤
を
設
置
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
三
日
の
中
部
電
力
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
想
定
さ
れ
る
今
夏
の
最
大
電
力
二
千
六
百
三
十
七
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
に
対
し
、
供
給
力
は
二
千
七
百
七
十
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
最
低
限
の
供
給
予
備
力
は
確
保
で
き
る
見
通
し

二



で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
経
済
活
動
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
節
電
の
呼
び
掛
け
等
を
行
い
、
電
力
需
給
対
策
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

中
部
電
力
が
浜
岡
原
子
力
発
電
所
を
停
止
し
火
力
発
電
を
増
強
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
燃
料
費
等
の
費
用
の
増
加
分
は
、

一
義
的
に
は
中
部
電
力
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
中
部
電
力
か
ら
は
同
発
電
所
の
停
止
要
請
の
受
入
れ
に
当
た
っ
て
、

「
国
と
し
て
も
十
分
な
配
慮
、
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
具
体
的
要
請
を
踏
ま
え
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

三


